









































































大平英樹,市川奈穂 (名古屋大 ･院 ･環境学),磯和勅子 (三重県看護大 ･看護)
昨年に引き続きi霊長類における認知的ストレスに伴う免疫 ･内分泌反応を検討するため,本年度
は下記の研究を行った.
急性ストレスに関する研究として,ニホンザルに認知的ストレス負荷を課し,そこでの免疫 ･内分
泌動態を検討することをH的として,個体を対象に馴致 ･認知課題訓練を行い,1個体はパフォーマン
スが実験可能な水準まで達した.加えて血液検体より同定される各種リンパ球サブセットなどの免疫指
標の同定法を検討し,確立した.採血のためのベスト着用に関する馴致後,本実験に移行する予定であ
る.
また慢性ストレスの生体への影響を検討するため,ニホンザル1個体を対象に上位個体とのケージ
距経を操作することで社会的環境ストレスの程度を低度から高度に設定し,各条件における免疫系･内
分泌系指標の測定および行動分析を継時的に実施している.ベースライン観測の後,高度ストレス状況
に移動後,NK細胞数の増加,ヘルパーT細胞の減少傾向という傾向がみられている.今後,中皮スト
レス状況,低度ストレス状況における各指標の変化を継時的に測定すると共に,内分泌系指標であるコ
ルチゾールと免疫指標の関連性の検討,およびストレス負荷に伴う行動の変化に関する分析を行う.
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